
MONOテク苫小牧とは……

　ものづくり産業界で将来活躍するために必要な

「専門的な知識・技術・技能」を基礎から学び、また、

その職種に必要とされる多くの「免許・資格」の

取得にも挑戦するとともに、「行《考》動力・コ

ミュニケーション能力」など、訓練生が社会人

として必要な基礎力の向上に取り組んでいます。

　平成29年度より、従前の1年制訓練課程か

ら2年制訓練課程に移行し、より高度で実

践的な「知識・技術・技能」の習得がで

きる施設になりました。
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MONOテク苫小牧
～技術で拓け、夢・未来～

MONOテク苫小牧
～技術で拓け、夢・未来～

北海道立苫小牧高等技術専門学院訓練生募集！
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北海道立苫小牧高等技術専門学院

【ＭＯＮＯテク苫小牧】では訓練生を募集しています。

魅力あふれるMONOテク苫小牧で

専門的な知識・技術・技能を身に付け、

自らの確かな未来につなげましょう。

※MONOテク苫小牧とは北海道立苫小牧高等技術専門学院の愛称です
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２
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た
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必
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の
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習
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付
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複
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械
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指導員1人当たりの訓練生数

（令和元年10月末時点）

21人 9人 2.3人
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３
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３
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検
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